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〈報告〉
平成２１年度学生による授業評価に関する報告
専修大学経営学部
自己点検・評価実施委員会
まえがき
平成２１年度の「学生による授業評価」について，その実施状況および実施した教員と回答した学
生に関する全体的概要を報告する。ご協力いただいた学部内外の教員各位に感謝申し上げる。また，
準備から分析結果の配布にいたる作業をご担当いただいた教務課職員各位にも，お礼を申し上げる。
平成１９年度から経営学部経営学科の専門科目のカリキュラムが新しくなった。平成２１年度は２年
次以降の選択必修科目であるテーマ科目が始まって２年目であり，平成２０年度と同様に，前期と後
期それぞれで，主に新しいカリキュラムの専門科目の授業評価を実施した。
実施の詳細については，本報告の「授業評価の実施」をご覧いただきたい。
平成２２年８月
平成２１年度経営学部自己点検・評価実施委員会
宇佐美嘉弘（委員長），笠原伸一郎（副委員長），一ノ宮士郎，
井上幸孝，佐藤康一郎，嶺井正也，李建平
１．授業評価の目的
学生による授業評価の目的は，受講した学生の評価・意見に基づいて，授業の改善点を模索する
ことにある。学生の要求・学力と授業内容を照応させること，もしくは授業方法により一層の工夫
を凝らすことなどの作業は，避けて通ることのできない問題である。
ところで，学生の評価に無原則に随従することがあってはならないことも，もとより自明である。
しかし，学生による授業評価が，授業改善に役立つデータであることもまた否定できない事実であ
り，我われ教員の主体的な取り組みが問われている。
ただし，平成７年度に，初めて授業評価を実施した際の教授会申し合わせ事項，「教員の勤務評
定には絶対に利用しない」ことにも留意する必要がある。
２．授業評価調査票の内容
平成２１年度の授業評価調査票では，平成１８～２０年度と同じ質問項目で，マーク形式の調査票と自
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由記述形式の調査票を用いた。マーク形式の調査票については，すべて５段階評価による２５の質問
項目を次の４つの群に分けている。
Ａ．授業の環境・方法について （記入欄１～１３）
Ｂ．授業の内容について （記入欄１４～１８）
Ｃ．あなたについて （記入欄１９～２４）
Ｄ．総合評価について（Ａ～Ｃを踏まえて） （記入欄２５）
また，自由記述形式の調査票での質問は次の通りである。
この授業について，良かったと思う点や改善を求めたいと思う点を，施設・設備面についての
評価も含め，具体的に書いてください。
回収した自由記述の回答内容は，当該科目の担当者のみが参照し，その概要報告を自由記述教員
アンケートとして当委員会委員長が受ける。アンケートの内容は次の通りである。
一．記述評価で先生の授業について「良かった」と評価された点はどんな点だったでしょうか。
二．自由記述評価で先生の授業について「改善した方がいい」と評価された点はどんな点だっ
たでしょうか。
三．以上の結果をどのように受け止め，どのように授業を進めたらよいと思われますか。
四．自由記述評価のなかで，施設・設備面に関する学生の要望があがっている点はどんな点で
しょうか。
自由記述形式の調査票および自由記述教員アンケートは，平成１７年度の委員会が定めたものであ
る。
３．授業評価の実施
平成１９年度の入学者から，経営学部のカリキュラムが変更され，専門科目の講義は前期・後期そ
れぞれで終了することになった。そこで，平成２１年度は授業評価を以下のように実施した。
１．委員会として実施を求める指定科目について，担当者に実施を依頼した。ただし，担当者
が実施を希望しない場合には，科目名を委員会に申し出る。
指定科目：平成１９年度から平成２１年度カリキュラムの専門科目（入門ゼミナール，ビジネス
研究Ｄ／インターンシップ，自主活動報告は除く）
※平成１９年度からのカリキュラムの科目の授業評価を実施する場合に，それと合併されてい
る平成１８年度までのカリキュラムの科目があれば，それらの科目も実施することにした。
２．指定科目以外の科目については，担当者が授業評価を希望する場合には，科目名と希望実
施時期（前期のみ，後期のみ）を委員会に申し出る。
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実施可能な科目：経営学部専任教員が担当しており経営学部に配当されている科目および兼
任教員が担当している経営学部専門科目
※スポーツ・ウェルネス・プログラム（ＳＷＰ）科目も実施できる。
実施しない科目：他学部のみ配当科目，企業研修，ゼミナール，卒業論文，教養ゼミナール，
教養演習，総合科目，教育実習，博物館実習
３．授業評価の実施を指定科目で希望しない科目（上記の１）および指定科目以外で希望する
科目（上記の２）を委員会に申し出てもらうため，アンケートを事前に行った（平成２１年６
月）。
４．授業評価を実施した時期は次の通り。
前期は平成２１年７月上旬，後期は平成２１年１１月下旬～１２月上旬
５．教員への個別の集計結果を返却した時期は次の通り。
前期分の返却は平成２１年度後期開始直後，後期分の返却は平成２２年３月～４月
４．授業評価実施教員および回答者の概要
平成１９・２０年度の報告での表に基づいて，実施状況をまとめた。実施状況のまとめ方の方針と注
意事項は以下の通り。
１．前期（表１），後期（表２），前後期合計（表３）の３つの表を作成した。さらに，従来通
り，回答した学生数については，学部大学院別（表４），学部学科別（表５），学年別（表６），
性別（表７）の内訳も示した。これらの表では，いずれも平成２１年度の概要のみを示し，過
去の推移は外した。これは，実施する授業を指定した方針が以前と異なるため，推移を示し
て過去と比較する必要性は無いと考えたからである。平成７年度のから平成１８年度までの推
移については，「平成１８年度学生による授業評価報告書」（冊子版）に掲載されている。また，
平成１９年度の概要は「専修経営学論集 第８７号」（平成２０年１１月）で，平成２０年度について
は「専修経営学論集 第９０号」（平成２１年３月）でそれぞれ報告している。
２．平成１９年度カリキュラムから専門科目は系列ごとに区分するのでなく，入門科目，基礎演
習科目，テーマなどの科目区分で表示することにした。
３．委員会として指定した科目区分については，指定した数に対する実施した割合が分かるよ
うにした。ただし，履修登録が０人である授業は勘定に含めない。担当者が希望して実施す
る科目については，その科目と同じ区分の教員数，授業数，学生数は示さないことにした。
４．実施していない科目区分があるが，委員会として指定しなかったからであり，教員から協
力が得られなかったわけではない。むしろ，予算が限られた状況で前期・後期に実施し，新
しい専門のカリキュラムの科目を評価するために，委員会として遠慮していただいたのであ
る。
５．合併科目については，複数の科目それぞれについて科目コードを割り当てているが，科目
コードを区別せずに調査票を回収した場合があった。これに該当する授業は後期の２つであ
る。そこで，それぞれの科目で実施した学生数は，授業で実施した総数をそれぞれに履修登
録している数で案分した数として，該当する科目区分の実施の数に加えた。
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５．授業評価の概要
平成１９・２０年度の報告と同様に，分析までは述べないが，前期（表８）と後期（表９）それぞれ
の全体の授業評価の概要を掲載しておく。
６．授業評価の実施および集計作業に関する課題
新しいカリキュラムは平成２２年度に完成年度を迎えるが，その評価を学生による授業評価から行
うには，入門科目，基礎演習科目，テーマなど科目区分ごとの評価概要が必要になる。しかし，ま
だ予算が十分でないため，現在のままでは，業者に作成を依頼している全体についての図表による
分析しかできない。
委員長のところには様々な方から，実施方法や調査票の質問内容について意見が寄せられている。
調査票の質問内容についての最近の変更は平成１８年度である。質問内容だけでなく，全体について
の見直しが必要であるかもしれない。
【文責・宇佐美嘉弘】
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表１．科目区分ごとの授業評価実施状況 前期
科目区分
教員（専任，兼任） 大学専任教員 学部専任教員 授業 学生
数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合
平成19年度か
らのカリキュ
ラムの専門科
目【指定】
入門 経営 ※オムニバス形式 ４ ３ ７５．０％ ４ ３ ７５．０％ ４ ３ ７５．０％ ８ ６ ７５．０％ ７５１ ５０４ ６７．１％
会計 ７ ７ １００．０％ ７ ７ １００．０％ ７ ７ １００．０％ ７ ７ １００．０％ ９４８ ４９７ ５２．４％
経済 ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ９４１ ２７７ ２９．４％
マーケティング ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ６９２ ３００ ４３．４％
情報処理，情報システム ９ ９ １００．０％ ４ ４ １００．０％ ４ ４ １００．０％ １８ １８ １００．０％ １１２５ ９１５ ８１．３％
統計 ４ ４ １００．０％ ３ ３ １００．０％ ２ ２ １００．０％ ７ ７ １００．０％ ４３０ ３１１ ７２．３％
基礎演習 簿記
情報リテラシ １ １ １００．０％ ０ ０ － ０ ０ － １ １ １００．０％ ２９ １２ ４１．４％
経営数学 ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ８８ ４２ ４７．７％
論理
経営管理総論 ５ ４ ８０．０％ ５ ４ ８０．０％ ５ ４ ８０．０％ ６ ５ ８３．３％ ８３８ ４４８ ５３．５％
テーマ 企業と市場・社会 ９ ４ ４４．４％ ７ ２ ２８．６％ ５ ０ ０．０％ ９ ４ ４４．４％ ３１７ １１９ ３７．５％
ベンチャー創造と事業継承 ４ ４ １００．０％ ３ ３ １００．０％ ３ ３ １００．０％ ６ ６ １００．０％ １４３９ ８０９ ５６．２％
戦略デザイン ５ ４ ８０．０％ ４ ３ ７５．０％ ４ ３ ７５．０％ ５ ４ ８０．０％ ８０５ ３０１ ３７．４％
グローバル・マネジメント ５ ３ ６０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ６ ４ ６６．７％ ７４５ ２４４ ３２．８％
企業評価とファイナンス ６ ３ ５０．０％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ７ ３ ４２．９％ ２２８ ８９ ３９．０％
企業活動と会計情報 ８ ８ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ９ ９ １００．０％ ７８５ ４６５ ５９．２％
顧客満足とマーケティング ８ ５ ６２．５％ ６ ４ ６６．７％ ６ ４ ６６．７％ １４ １０ ７１．４％ ２６９１ １１５２ ４２．８％
ビジネス・ソリューション ７ ６ ８５．７％ ５ ４ ８０．０％ ４ ３ ７５．０％ ７ ７ １００．０％ ３５９ １７３ ４８．２％
人的資源と知識創造 ４ ４ １００．０％ ４ ４ １００．０％ ４ ４ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５３３ ２８６ ５３．７％
ITプロフェッショナル ６ ６ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ １２ １２ １００．０％ ３７０ ３０５ ８２．４％
寄付講座，特殊講義 ３ １ ３３．３％ ３ １ ３３．３％ ３ １ ３３．３％ ３ １ ３３．３％ ６５５ ９７ １４．８％
外国書講読 ２２ ９ ４０．９％ ２１ ８ ３８．１％ ２１ ８ ３８．１％ ２２ ９ ４０．９％ ４５５ １４３ ３１．４％
スポーツ・ウェルネス・プログラム（SWP）【希望実施】 １ １ １ １ ３７
平成18年度ま
でのカリキュ
ラムの専門科
目【希望実施】
系列別 経営 １０ ９ ９ １６ ３９６
会計 ９ ７ ７ １２ ２０４
経済 ４ ３ ３ ６ ２３０
商学 ５ ４ ４ １１ １７２
情報管理 ８ ５ ５ １２ １２９
外国書講読，共通科目 １０ ６ ４ １０ １０３
教養教育【希望実施】
英語【希望実施】 ７ ３ １ １１ ３０２
英語以外の外国語【希望実施】
保健体育（理論科目）【希望実施】
教職，司書・司書教諭，学芸員課程【希望実施】
指定した科目区分のみの合計 １２８ ９１ ７１．１％ １０６ ７１ ６７．０％ １０２ ６７ ６５．７％ １６３ １２４ ７６．１％ １５２２４ ７４８９ ４９．２％
全体の実施合計 １４５ １０９ １０１ ２０３ ９０６２
注１．【指定】は，委員会で実施対象として指定した科目区分を示す。【希望実施】は，指定ではないが，教員の希望で実施を認めた科目区分を示す。
注２．【指定】の科目区分の教員の「数」は指定した数を示す。授業の「数」は同じ科目で複数展開している場合には，展開数を数えた。学生の「数」は指定した授業に履修登録している学生の総数を示す。
注３．【指定】の科目区分については，指定した数に対して実施した割合が分かるようにした。【希望実施】の科目区分については実施した数のみを示した。
注４．専門科目で平成１８年度までの科目と平成１９年度からの科目が合併開講されている場合には，１つの授業が平成１８年度までと平成１９年度からの２箇所で数えられる。英語は平成１８年度から，英語以外の
外国語は平成１７年度からカリキュラムが変更されており，変更前後の科目が合併されている場合には，２つの授業として数えられる。
注５．平成１８年度までの専門科目の「共通科目」に含まれるのは，経済英語，経営法学，商法，商法，労働法，民法，特殊講義である。
注６．専門科目で平成１８年度までの科目と平成１９年度からの科目が合併開講されている。この場合は複数の科目それぞれについて科目コードを割り当てているが，科目コードを区別せずに調査票を回収した
場合があった。これに該当する授業は後期の２つである。そこで，それぞれの科目で実施した学生数は，授業で実施した総数をそれぞれに履修登録している数で案分した数として，該当する科目区分
の実施の数に加えた。
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表２．科目区分ごとの授業評価実施状況 後期
科目区分
教員（専任，兼任） 大学専任教員 学部専任教員 授業 学生
数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合
平成１９年度か
らのカリキュ
ラムの専門科
目【指定】
入門 経営 ※オムニバス形式 ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ８ ４ ５０．０％ ７１８ ２８６ ３９．８％
会計 ７ ６ ８５．７％ ７ ６ ８５．７％ ７ ６ ８５．７％ ７ ６ ８５．７％ ７７０ ２６０ ３３．８％
経済 ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ７５８ ２１３ ２８．１％
マーケティング ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ７２５ ２２９ ３１．６％
情報処理，情報システム ３ ３ １００．０％ ２ ２ １００．０％ ２ ２ １００．０％ ４ ４ １００．０％ ３３８ １６６ ４９．１％
統計 ３ ３ １００．０％ ２ ２ １００．０％ １ １ １００．０％ ６ ６ １００．０％ ３２６ ２２９ ７０．２％
基礎演習 簿記 ９ ７ ７７．８％ ６ ４ ６６．７％ ６ ４ ６６．７％ １２ １０ ８３．３％ ４４２ ２６０ ５８．８％
情報リテラシ ９ ９ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ １４ １４ １００．０％ ６１４ ４３０ ７０．０％
経営数学 ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ７３ ２７ ３７．０％
論理 ３ ２ ６６．７％ ３ ２ ６６．７％ ３ ２ ６６．７％ ３ ２ ６６．７％ ９０ ４０ ４４．４％
経営管理総論 ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ６ ４ ６６．７％ ８４０ ３０４ ３６．２％
テーマ 企業と市場・社会 ９ ５ ５５．６％ ７ ３ ４２．９％ ５ １ ２０．０％ ９ ５ ５５．６％ ３１３ ９１ ２９．１％
ベンチャー創造と事業継承 ３ ０ ０．０％ ３ ０ ０．０％ ３ ０ ０．０％ ５ ０ ０．０％ １３７２ ０ ０．０％
戦略デザイン ６ ２ ３３．３％ ５ １ ２０．０％ ５ １ ２０．０％ ６ ２ ３３．３％ ９０４ ７５ ８．３％
グローバル・マネジメント ５ １ ２０．０％ ４ １ ２５．０％ ４ １ ２５．０％ ６ １ １６．７％ ７４１ ８６ １１．６％
企業評価とファイナンス ６ ４ ６６．７％ ５ ３ ６０．０％ ５ ３ ６０．０％ ７ ５ ７１．４％ ２２９ ８８ ３８．４％
企業活動と会計情報 ９ ８ ８８．９％ ５ ４ ８０．０％ ５ ４ ８０．０％ １０ ９ ９０．０％ ５６５ ２１４ ３７．９％
顧客満足とマーケティング ８ ４ ５０．０％ ６ ２ ３３．３％ ６ ２ ３３．３％ １４ ７ ５０．０％ ２６８６ ５４０ ２０．１％
ビジネス・ソリューション ７ ４ ５７．１％ ５ ２ ４０．０％ ４ １ ２５．０％ ８ ４ ５０．０％ ３５７ ５１ １４．３％
人的資源と知識創造 ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ６ ６ １００．０％ ５８５ ２２８ ３９．０％
ITプロフェッショナル ６ ６ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ １２ １１ ９１．７％ ３５７ ２５２ ７０．６％
寄付講座，特殊講義 ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ２ １ ５０．０％ ４ ３ ７５．０％ ６３０ ２４９ ３９．５％
外国書講読 １６ ７ ４３．８％ １５ ６ ４０．０％ １５ ６ ４０．０％ １６ ７ ４３．８％ １８６ ５３ ２８．５％
スポーツ・ウェルネス・プログラム（SWP）【希望実施】
平成１８年度ま
でのカリキュ
ラムの専門科
目【希望実施】
系列別 経営 ７ ７ ７ ９ ２８８
会計 ９ ５ ５ １１ １２６
経済 １ １ １ １ １５
商学 ５ ２ ２ １０ １４７
情報管理 ８ ５ ５ １１ １０８
外国書講読，共通科目 ７ ６ ５ ７ ７７
教養教育【希望実施】
英語【希望実施】 ７ ４ １ １１ ２８４
英語以外の外国語【希望実施】
保健体育（理論科目）【希望実施】
教職，司書・司書教諭，学芸員課程【希望実施】
指定した科目区分のみの合計 １３６ ８８ ６４．７％ １１２ ６５ ５８．０％ １０８ ６１ ５６．５％ １７４ １１６ ６６．７％ １４６１９ ４３７１ ２９．９％
全体の実施合計 １３２ ９５ ８７ １７６ ５４１６
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表３．科目区分ごとの授業評価実施状況 前後期合計
科目区分
教員（専任，兼任） 大学専任教員 学部専任教員 授業 学生
数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合 数 実施 割合
平成１９年度か
らのカリキュ
ラムの専門科
目【指定】
入門 経営 ※オムニバス形式 ８ ５ ６２．５％ ８ ５ ６２．５％ ８ ５ ６２．５％ １６ １０ ６２．５％ １４６９ ７９０ ５３．８％
会計 １４ １３ ９２．９％ １４ １３ ９２．９％ １４ １３ ９２．９％ １４ １３ ９２．９％ １７１８ ７５７ ４４．１％
経済 ８ ４ ５０．０％ ８ ４ ５０．０％ ８ ４ ５０．０％ ８ ４ ５０．０％ １６９９ ４９０ ２８．８％
マーケティング １０ ６ ６０．０％ １０ ６ ６０．０％ １０ ６ ６０．０％ １０ ６ ６０．０％ １４１７ ５２９ ３７．３％
情報処理，情報システム １２ １２ １００．０％ ６ ６ １００．０％ ６ ６ １００．０％ ２２ ２２ １００．０％ １４６３ １０８１ ７３．９％
統計 ７ ７ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ３ ３ １００．０％ １３ １３ １００．０％ ７５６ ５４０ ７１．４％
基礎演習 簿記 ９ ７ ７７．８％ ６ ４ ６６．７％ ６ ４ ６６．７％ １２ １０ ８３．３％ ４４２ ２６０ ５８．８％
情報リテラシ １０ １０ １００．０％ ５ ５ １００．０％ ５ ５ １００．０％ １５ １５ １００．０％ ６４３ ４４２ ６８．７％
経営数学 ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ ４ ２ ５０．０％ １６１ ６９ ４２．９％
論理 ３ ２ ６６．７％ ３ ２ ６６．７％ ３ ２ ６６．７％ ３ ２ ６６．７％ ９０ ４０ ４４．４％
経営管理総論 １０ ７ ７０．０％ １０ ７ ７０．０％ １０ ７ ７０．０％ １２ ９ ７５．０％ １６７８ ７５２ ４４．８％
テーマ 企業と市場・社会 １８ ９ ５０．０％ １４ ５ ３５．７％ １０ １ １０．０％ １８ ９ ５０．０％ ６３０ ２１０ ３３．３％
ベンチャー創造と事業継承 ７ ４ ５７．１％ ６ ３ ５０．０％ ６ ３ ５０．０％ １１ ６ ５４．５％ ２８１１ ８０９ ２８．８％
戦略デザイン １１ ６ ５４．５％ ９ ４ ４４．４％ ９ ４ ４４．４％ １１ ６ ５４．５％ １７０９ ３７６ ２２．０％
グローバル・マネジメント １０ ４ ４０．０％ ８ ３ ３７．５％ ８ ３ ３７．５％ １２ ５ ４１．７％ １４８６ ３３０ ２２．２％
企業評価とファイナンス １２ ７ ５８．３％ １０ ６ ６０．０％ １０ ６ ６０．０％ １４ ８ ５７．１％ ４５７ １７７ ３８．７％
企業活動と会計情報 １７ １６ ９４．１％ １０ ９ ９０．０％ １０ ９ ９０．０％ １９ １８ ９４．７％ １３５０ ６７９ ５０．３％
顧客満足とマーケティング １６ ９ ５６．３％ １２ ６ ５０．０％ １２ ６ ５０．０％ ２８ １７ ６０．７％ ５３７７ １６９２ ３１．５％
ビジネス・ソリューション １４ １０ ７１．４％ １０ ６ ６０．０％ ８ ４ ５０．０％ １５ １１ ７３．３％ ７１６ ２２４ ３１．３％
人的資源と知識創造 ９ ９ １００．０％ ９ ９ １００．０％ ９ ９ １００．０％ １１ １１ １００．０％ １１１８ ５１４ ４６．０％
ITプロフェッショナル １２ １２ １００．０％ １０ １０ １００．０％ １０ １０ １００．０％ ２４ ２３ ９５．８％ ７２７ ５５７ ７６．６％
寄付講座，特殊講義 ２ ２ ２ ４ ３４６
外国書講読
スポーツ・ウェルネス・プログラム（SWP）【希望実施】 １ １ １ １ ３７
平成１８年度ま
でのカリキュ
ラムの専門科
目【希望実施】
系列別 経営 １７ １６ １６ ２５ ６８４
会計 １８ １２ １２ ２３ ３３０
経済 ５ ４ ４ ７ ２４５
商学 １０ ６ ６ ２１ ３１９
情報管理 １６ １０ １０ ２３ ２３７
外国書講読，共通科目 １７ １２ ９ １７ １８０
教養教育【希望実施】 ０ ０ ０ ０ ０
英語【希望実施】 １４ ７ ２ ２２ ５８６
英語以外の外国語【希望実施】
保健体育（理論科目）【希望実施】
教職，司書・司書教諭，学芸員課程【希望実施】
指定した科目区分のみの合計 ２６４ １７９ ６７．８％ ２１８ １３６ ６２．４％ ２１０ １２８ ６１．０％ ３３７ ２４０ ７１．２％ ２９８４３ １１８６０ ３９．７％
全体の実施合計 ２７７ ２０４ １８８ ３７９ １４４７８
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表４．学部大学院別学生数
年度 ２１
区分 前期 後期 合計
一部 ９，０３０ ５，４０３１４，４３３
二部 ２９ ９ ３８
大学院 ０ ０ ０
科目等履修生 ０ ０ ０
不明 ３ ４ ７
合計 ９，０６２ ５，４１６１４，４７８
表６．学年別学生数
年度 ２１
学年 前期 後期 合計
１年 ２，８３２ ２，１５５ ４，９８７
２年 ２，９１９ １，２０８ ４，１２７
３年 ２，２３５ １，２４２ ３，４７７
４年 ９１７ ７１０ １，６２７
５年 ３６ ３４ ７０
６年 １６ ３ １９
７年 ４ ３ ７
８年 ０ ０ ０
その他 ０ ０ ０
不明 １０３ ６１ １６４
合計 ９，０６２ ５，４１６１４，４７８
表５．学科別学生数
年度 ２１
学科 前期 後期 合計
経営学科 ９，０１１ ５，３９１１４，４０２
経済学科 ４ ９ １３
国際経済学科 ２ １ ３
法律学科 １ ０ １
政治学科 ４ １ ５
マーケティング学科 ２６ ４ ３０
会計学科 ５ １ ６
日本語日本文学科 ２ ４ ６
英語英米文学科 ０ １ １
人文学科 ２ ３ ５
心理学科 ０ ０ ０
ネットワーク情報学科 ２ １ ３
その他 ２ ０ ２
不明 １ ０ １
合計 ９，０６２ ５，４１６１４，４７８
表７．性別学生数
年度 ２１
性別 前期 後期 合計
男 ５，３７８ ３，２２２ ８，６００
女 ２，３７７ １，３９１ ３，７６８
不明 １，３０７ ８０３ ２，１１０
合計 ９，０６２ ５，４１６１４，４７８
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表８．授業評価の概要 全体 前期
質問項目 評価 有効回答中の比率 有効回答計
９，０２５中 平均値適切 普通 不適切
A
１．環境（広さ・照明・冷暖房） ４１．７％ ２０．１％ ２７．９％ ７．３％ ３．０％ ８，９７７ ３．９
２．声の大きさ，マイクの使い方 ４４．３％ ２３．６％ ２６．１％ ４．４％ １．５％ ８，９７０ ４．０
３．話す速さ ３４．７％ ２３．９％ ３１．８％ ７．６％ ２．０％ ８，９５４ ３．８
４．板書の字の大きさ ３５．０％ ２１．８％ ３３．６％ ７．３％ ２．４％ ８，９４１ ３．８
５．板書の内容・量 ３０．１％ ２０．６％ ３７．５％ ８．７％ ３．１％ ８，９４６ ３．７
６．授業の進行速度 ２９．７％ ２２．３％ ３６．５％ ８．６％ ２．９％ ８，９４４ ３．７
７．授業の内容量 ２９．８％ ２２．８％ ３８．３％ ７．２％ １．９％ ８，９４５ ３．７
８．質問時間 ２８．０％ １８．５％ ４５．７％ ５．９％ ２．０％ ８，９４６ ３．６
９．質問応対 ２９．５％ ２０．１％ ４４．３％ ４．３％ １．７％ ８，９２１ ３．７
１０．教科書・参考書の指示 ２６．９％ ２１．３％ ４２．８％ ６．３％ ２．７％ ８，９３４ ３．６
１１．配付資料 ３３．９％ ２４．２％ ３５．８％ ４．３％ １．８％ ８，９２２ ３．８
１２．授業の開始・終了時刻 ３９．７％ ２３．０％ ３１．０％ ４．７％ １．６％ ８，９３８ ３．９
１３．騒がしい学生に対する注意 ３５．８％ ２３．１％ ３３．６％ ４．９％ ２．６％ ８，９１３ ３．８
満足 普通 不満足
B
１４．講義要項 ２７．６％ ２５．４％ ３６．８％ ７．０％ ３．２％ ８，９４０ ３．７
１５．講義要項に沿っている ３２．６％ ２６．４％ ３７．５％ ２．４％ １．０％ ８，９２６ ３．９
１６．授業理解度への工夫 ２９．４％ ２５．１％ ３６．８％ ６．３％ ２．３％ ８，９０３ ３．７
１７．授業内容 ２６．８％ ２５．７％ ４０．８％ ４．６％ ２．１％ ８，９００ ３．７
１８．授業レベル（高低） 高すぎる１０．４％
やや高い
２７．２％
良い
５８．７％
やや低い
３．０％
低すぎる
０．８％ ８，８９２ ３．４
大いに 普通 しない
C
１９．予習・復習をする努力 １１．５％ １５．５％ ４３．３％ １１．５％ １８．２％ ８，９４５ ２．９
２０．ノートをとる努力 ３６．４％ ２２．６％ ３１．４％ ４．６％ ５．０％ ８，９２７ ３．８
２１．関連文献・資料を読む努力 １２．８％ １６．３％ ４１．４％ １２．５％ １７．０％ ８，９２７ ３．０
２２．図書館を利用する努力 ８．３％ ８．２％ ３３．１％ １３．９％ ３６．６％ ８，９１９ ２．４
２３．私語をしない努力 ４４．９％ １９．０％ ３０．２％ ３．９％ ２．１％ ８，９１１ ４．０
２４．出席率 ９０～１００％６１．４％
７０～８９％
２３．３％
５０～６９％
１３．０％
３０～４９％
１．６％
０～２９％
０．７％ ８，９３８ ４．４
D
良い 普通 良くない
総合評価 ３６．０％ ２９．５％ ２７．３％ ４．７％ ２．４％ ８，５８１ ３．９
注．評価の適切から不適切までの有効回答中の比率は，小数第２位の値を四捨五入しているため，足しても１００％に等しくならない場合がある。
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表９．授業評価の概要 全体 後期
質問項目 評価 有効回答中の比率 有効回答計
５，４１６中 平均値適切 普通 不適切
A
１．環境（広さ・照明・冷暖房） ４７．７％ ２１．０％ ２５．６％ ４．４％ １．４％ ５，３９３ ４．１
２．声の大きさ，マイクの使い方 ４９．７％ ２３．５％ ２２．８％ ３．０％ １．０％ ５，３８８ ４．２
３．話す速さ ４０．５％ ２３．７％ ２８．４％ ６．０％ １．３％ ５，３７５ ４．０
４．板書の字の大きさ ３８．８％ ２３．２％ ２８．７％ ６．１％ ３．３％ ５，３７７ ３．９
５．板書の内容・量 ３３．４％ ２２．７％ ３３．９％ ６．９％ ３．１％ ５，３８３ ３．８
６．授業の進行速度 ３３．４％ ２４．４％ ３３．２％ ６．９％ ２．０％ ５，３８３ ３．８
７．授業の内容量 ３３．６％ ２５．２％ ３４．２％ ５．５％ １．４％ ５，３８３ ３．８
８．質問時間 ３２．５％ ２１．２％ ４０．３％ ４．５％ １．５％ ５，３７９ ３．８
９．質問応対 ３３．９％ ２２．５％ ３９．４％ ３．０％ １．１％ ５，３７５ ３．９
１０．教科書・参考書の指示 ２９．１％ ２３．１％ ４０．４％ ５．３％ ２．２％ ５，３６９ ３．７
１１．配付資料 ３７．２％ ２５．３％ ３２．３％ ３．８％ １．３％ ５，３６６ ３．９
１２．授業の開始・終了時刻 ４０．８％ ２４．２％ ２８．０％ ５．０％ ２．０％ ５，３７３ ４．０
１３．騒がしい学生に対する注意 ３５．９％ ２４．６％ ３３．２％ ４．３％ ２．０％ ５，３６１ ３．９
満足 普通 不満足
B
１４．講義要項 ３１．３％ ２６．９％ ３３．８％ ５．５％ ２．４％ ５，３７４ ３．８
１５．講義要項に沿っている ３５．９％ ２８．４％ ３３．３％ １．８％ ０．６％ ５，３７６ ４．０
１６．授業理解度への工夫 ３２．８％ ２６．９％ ３３．５％ ４．８％ ２．０％ ５，３６６ ３．８
１７．授業内容 ２９．９％ ２７．６％ ３７．８％ ３．４％ １．３％ ５，３５８ ３．８
１８．授業レベル（高低） 高すぎる９．７％
やや高い
２７．２％
良い
６０．２％
やや低い
２．４％
低すぎる
０．５％ ５，３６４ ３．４
大いに 普通 しない
C
１９．予習・復習をする努力 １１．４％ １６．１％ ４４．９％ １０．３％ １７．３％ ５，３７９ ２．９
２０．ノートをとる努力 ３７．５％ ２２．６％ ３１．０％ ４．５％ ４．３％ ５，３７５ ３．８
２１．関連文献・資料を読む努力 １２．１％ １６．８％ ４２．６％ １１．８％ １６．８％ ５，３７２ ３．０
２２．図書館を利用する努力 ８．０％ ８．４％ ３３．７％ １３．９％ ３５．９％ ５，３６２ ２．４
２３．私語をしない努力 ４４．２％ ２０．０％ ２９．９％ ３．８％ ２．１％ ５，３６６ ４．０
２４．出席率 ９０～１００％５６．６％
７０～８９％
２９．４％
５０～６９％
１２．１％
３０～４９％
１．４％
０～２９％
０．５％ ５，３７５ ４．４
D
良い 普通 良くない
総合評価 ４１．０％ ２９．７％ ２３．８％ ３．５％ ２．０％ ５，１５６ ４．０
注．評価の適切から不適切までの有効回答中の比率は，小数第２位の値を四捨五入しているため，足しても１００％に等しくならない場合がある。
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